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From a Viewpoint of One Consideration 
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今回の実習では反省点が 2 つある。積極性が足りなかったことと職員の方への質問 












  く伝えることのできない人もいる。そのような利用者さんと毎日コミュニケーション 
  をとっていくうちに、言葉で伝わらなくても相手の気持ちを読み取り、思いを感じ取っ 




































































が、反省的な眼差しによって 1 つの統一体として捉えられる「意味のある体験」となることである。 
４）現象学とは、20 世紀初頭にドイツの哲学者フッサールの提唱によって始まった哲学的立場をさす。その認識
アプローチにおいては、因果関係を探索するような自然科学的な見方をいったん棚上げし、あくまでも意識
に与えられる現象のうちに踏みとどまり、その内的構造の記述を試みようとするところに特徴がある。 
５）社団法人日本社会福祉士養成校協会編：『相談援助実習指導・現場実習教員テキスト』(中央法規出
版,2009)p.75. 
６）実際の「社会福祉現場実習報告書」には施設・機関名、実習生の個人名も明記されているが、本小稿では実
習先の名称や個人情報については記載を割愛している。 
７）ハイデガー／桑木務訳：『存在と時間』(中)(岩波文庫,1961)p.238. 
